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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部にそれぞれロータリーエンコーダを有する複数のチャンネルストリップを設けた
デジタルミキサであって、
　前記各チャンネルストリップへのチャンネルの割り当てを定めるレイヤを複数記憶し、
その中から選択されたレイヤに従って前記各チャンネルストリップにチャンネルを割り当
てる第１の割当手段と、
　前記ロータリーエンコーダに、そのロータリーエンコーダが属するチャンネルストリッ
プに割り当てられているチャンネルのパラメータを割り当てるよう指示する第１の機能割
り当てキーと、
　自然数ｎについて前記各レイヤのうち２ｎ－１番目と２ｎ番目のレイヤに表裏の対応関
係があるものとして、前記ロータリーエンコーダに、選択されているレイヤの裏のレイヤ
においてそのロータリーエンコーダの属するチャンネルストリップに割り当てられるチャ
ンネルのパラメータを割り当てるよう指示する第２の機能割り当てキーと、
　前記第１の機能割り当てキーまたは第２の機能割り当てキーの操作に応じて、操作され
たキーに対応したパラメータを選択的に前記ロータリーエンコーダに割り当てる第２の割
当手段と、
　前記ロータリーエンコーダの操作に従って、該ロータリーエンコーダに割り当てられて
いるパラメータの値を変更する変更手段とを設けたことを特徴とするデジタルミキサ。
【請求項２】
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　１つのチャンネルのパラメータを変更するためのパラメータエンコーダを有し、各チャ
ンネルを制御する複数のチャンネルストリップと、
　複数のレイヤを記憶し、その中から選択されたレイヤに従って前記各チャンネルストリ
ップにチャンネルを割り当てる第１の割当手段と、
　チャンネルが割り当てられたチャンネルストリップのパラメータエンコーダへ、そのチ
ャンネルのパラメータを割り当てるよう指示する第１の機能割り当てキーと、
　選択されているレイヤと表裏の関係にある裏レイヤについて、前記選択されているレイ
ヤのチャンネルが割り当てられたチャンネルストリップのパラメータエンコーダへ、対応
する前記裏レイヤのチャンネルのパラメータを割り当てるよう指示する第２の機能割り当
てキーと、
　前記第１の機能割り当てキーまたは第２の機能割り当てキーの操作に応じて、操作され
たキーに対応したパラメータを選択的に前記ロータリーエンコーダに割り当てる第２の割
当手段と、
　パラメータエンコーダの操作に従って前記パラメータエンコーダに割り当てられたパラ
メータを変更するパラメータ変更手段とを設けたことを特徴とするデジタルミキサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、音響信号を処理するデジタルミキサに関し、特に、操作部にロータリーエ
ンコーダを有するチャンネルストリップを設けたデジタルミキサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数の入力ｃｈ（チャンネル）から入力する音響信号に対して信号処理を施
し、複数の出力ｃｈから出力するデジタルミキサが知られている。例えば、非特許文献１
に記載のデジタルミキサである。そして、このようなデジタルミキサにおいては、通常、
ｃｈ毎の信号処理のパラメータを設定するためのｃｈストリップを設けている。
　このｃｈストリップは、デジタルミキサの性能や価格によっても異なるが、スライダ、
ロータリーエンコーダ、およびキーやボタン等の操作子を有し、割り当てられたｃｈのパ
ラメータを制御するための操作子群として機能するものである。
【０００３】
　また、ｃｈストリップに備える操作子の数よりも制御可能なパラメータの種類の方が多
いことから、ロータリーエンコーダに選択的にパラメータを割り当てて、ｃｈストリップ
に割り当てられたｃｈの、その割り当てられたパラメータを制御するための操作子として
機能させ、１つのロータリーエンコーダで複数のパラメータを制御可能にすることが広く
行われている。一方で、各ｃｈの音量については、設定変更の頻度が高いため、設定を容
易に変更できるようにしたいという要求が強い。そこで、この要求に応えるため、スライ
ダを音量制御操作子であるフェーダとして機能させることが一般的である。
【０００４】
　ところで、ｃｈストリップは、複数のｃｈのパラメータを同時に制御できるようにする
ため、複数並べて設けることが多い。しかしながら、デジタルミキサの扱うｃｈ数と同じ
だけｃｈストリップを設けることは困難である。そこで、各ｃｈストリップへのｃｈの割
り当てを定めたレイヤを複数用意しておき、このレイヤを選択的に切り替えることにより
、各ｃｈストリップへのｃｈの割り当てを切り替えて、多数のｃｈのパラメータを比較的
少数のｃｈストリップを用いて制御可能にすることが行われている。
【０００５】
　また、デジタルミキサにおいては、ステレオのＬＲ信号のように２つで一組の信号を扱
うため、一部のパラメータについては２つのｃｈのパラメータの制御を連動させたいとい
う要求がある。そこで、ｎを自然数として、２ｎ－１番目のｃｈストリップと２ｎ番目の
ｃｈストリップに割り当てられているｃｈをペアにし、コンプレッサ、イコライザ、音量
レベル等の一部のパラメータについては、ペアの一方のｃｈのパラメータが変更された場
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合に他方のｃｈのパラメータを連動して変更するようにすることが行われている。
【０００６】
　また、ペアの設定方式としては、２ｎ－１番目のレイヤにおいてあるｃｈストリップに
割り当てられるｃｈと、２ｎ番目のレイヤにおいて同じｃｈストリップに割り当てられる
ｃｈとをペアにする方式も用いられている。この方式であれば、ペアにした２つのｃｈの
パラメータを１つのｃｈストリップで制御することができるので、ｃｈストリップを効率
的に使用することができる。そして、このように隣接したレイヤのｃｈをペアにする場合
、これらのレイヤは表裏の対応関係にあると言い、その一方のレイヤが選択されている場
合、その選択されているレイヤを表のレイヤ、他方のレイヤを裏のレイヤと呼ぶ。
【非特許文献１】「ＤＩＧＩＴＡＬ　ＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮ　ＣＯＮＳＯＬＥ　ＤＭ２０
００　取扱説明書」，ヤマハ株式会社，２００２年
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このような背景から、ユーザにとって、表のレイヤにおいてあるｃｈストリップに対応
しているｃｈと、裏のレイヤにおいて同じｃｈストリップに対応しているｃｈとは、対応
関係が認識し易い関係にある。従って、これらのｃｈのパラメータを１つのｃｈストリッ
プに備える操作子で同時に制御したいという要求があった。そして、特に音量設定に関し
てこの要求が強かった。
　例えば、デジタルミキサにマルチトラックレコーダを接続して録音を行う際に、１トラ
ック分ずつパラメータを調整してレコーダに送り出し、レコーダが確認用に返してくる信
号を裏のレイヤのｃｈに入力し、これを聞き易い音量にレベル調整してモニタしたい等で
ある。
【０００８】
　しかしながら、従来のデジタルミキサでは、各ｃｈストリップの操作子ではそのｃｈス
トリップに割り当てられたｃｈのパラメータしか制御することができず、このような要求
に応えることはできないという問題があった。これは、操作子にパラメータを選択的に割
り当てることができる場合でも同様であった。
　この発明は、このような問題を解決し、デジタルミキサの操作性を向上させることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明は、この目的を達成するため、操作部にそれぞれロータリーエンコーダを有す
る複数のチャンネルストリップを設けたデジタルミキサにおいて、上記各チャンネルスト
リップへのチャンネルの割り当てを定めるレイヤを複数記憶し、その中から選択されたレ
イヤに従って上記各チャンネルストリップにチャンネルを割り当てる第１の割当手段と、
上記ロータリーエンコーダに、そのロータリーエンコーダが属するチャンネルストリップ
に割り当てられているチャンネルのパラメータを割り当てるよう指示する第１の機能割り
当てキーと、自然数ｎについて上記各レイヤのうち２ｎ－１番目と２ｎ番目のレイヤに表
裏の対応関係があるものとして、上記ロータリーエンコーダに、選択されているレイヤの
裏のレイヤにおいてそのロータリーエンコーダの属するチャンネルストリップに割り当て
られるチャンネルのパラメータを割り当てるよう指示する第２の機能割り当てキーと、上
記第１の機能割り当てキーまたは第２の機能割り当てキーの操作に応じて、操作されたキ
ーに対応したパラメータを選択的に上記ロータリーエンコーダに割り当てる第２の割当手
段と、上記ロータリーエンコーダの操作に従って、そのロータリーエンコーダに割り当て
られているパラメータの値を変更する変更手段とを設けたものである。
【００１０】
　また、この発明は、デジタルミキサにおいて、１つのチャンネルのパラメータを変更す
るためのパラメータエンコーダを有し、各チャンネルを制御する複数のチャンネルストリ
ップと、複数のレイヤを記憶し、その中から選択されたレイヤに従って上記各チャンネル
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ストリップにチャンネルを割り当てる第１の割当手段と、チャンネルが割り当てられたチ
ャンネルストリップのパラメータエンコーダへ、そのチャンネルのパラメータを割り当て
るよう指示する第１の機能割り当てキーと、選択されているレイヤと表裏の関係にある裏
レイヤについて、上記選択されているレイヤのチャンネルが割り当てられたチャンネルス
トリップのパラメータエンコーダへ、対応する上記裏レイヤのチャンネルのパラメータを
割り当てるよう指示する第２の機能割り当てキーと、上記第１の機能割り当てキーまたは
第２の機能割り当てキーの操作に応じて、操作されたキーに対応したパラメータを選択的
に上記ロータリーエンコーダに割り当てる第２の割当手段と、パラメータエンコーダの操
作に従って上記パラメータエンコーダに割り当てられたパラメータを変更するパラメータ
変更手段とを設けたものである。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のようなデジタルミキサによれば、１つのｃｈストリップの操作子によって、その
ｃｈストリップに割り当てられているｃｈのパラメータだけでなく、裏のレイヤで割り当
てられるｃｈのパラメータも制御することができる。従って、デジタルミキサの操作性が
向上する。デジタルミキサの操作性を向上させるようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、この発明を実施するための最良の形態を図面に基づいて具体的に説明する。
　図１は、この発明の実施形態であるデジタルミキサの構成を示すブロック図である。図
１に示すように、このデジタルミキサ（以下単に「ミキサ」ともいう）は、ＣＰＵ１１，
フラッシュメモリ１２，ＲＡＭ１３，外部機器インタフェース（Ｉ／Ｆ）１４，表示器１
５，音響信号入出力部１６，信号処理部（ＤＳＰ）１７，スイッチ１８，電動フェーダ２
１，ロータリーエンコーダ２４を備え、これらがシステムバス１９によって接続されてい
る。そして、入力する音響信号に対して種々の信号処理を施して出力する機能を有する。
【００１４】
　ＣＰＵ１１は、このミキサ全体の動作を統括制御する制御部であり、フラッシュメモリ
１２に記憶された所定のプログラムを実行することにより、スイッチ１８、電動フェーダ
２１やロータリーエンコーダ２４の操作を検出してその操作に従ってパラメータの値を変
更したり、設定されたパラメータに従ってＤＳＰ１７の動作を制御したりする。
　フラッシュメモリ１２は、ＣＰＵ１１が実行する制御プログラム等を記憶する書き換え
可能な不揮発性記憶手段である。
　ＲＡＭ１３は、各種パラメータの設定内容を記憶したり、ＣＰＵ１１のワークメモリと
して使用したりする記憶手段である。
　外部機器Ｉ／Ｆ１４は、このミキサと接続するパーソナルコンピュータ等の外部機器と
情報の授受を行うためのインタフェースである。
　表示器１５は、このミキサの操作パネル上に設けられ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）等
によって構成される表示手段であり、設定の参照，変更，保存等を行うための画面やミキ
サの動作状態等を表示する。
【００１５】
　音響信号入出力部１６は、ＤＳＰ１７で処理すべき音響信号の入力を受け付け、また処
理後の音響信号を出力するためのインタフェースである。そして、この音響信号入出力部
１６には、１枚で４チャンネルのアナログ入力が可能なＡ／Ｄ変換ボード，１枚で４チャ
ンネルのアナログ出力が可能なＤ／Ａ変換ボード，１枚で８チャンネルのデジタル入出力
が可能なデジタル入出力ボードを適宜組み合わせて複数枚装着可能であり、実際にはこれ
らのボードを介して信号の入出力を行う。
　ＤＳＰ１７は、音響信号入出力部から入力する音響信号に対し、設定されている各種パ
ラメータの値に従った信号処理を施すモジュールである。その処理の詳細については後述
する。
【００１６】
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　スイッチ１８，電動フェーダ２１，ロータリーエンコーダ２４は、このミキサの操作パ
ネル上に設けられ、ユーザが音響信号の処理に関するパラメータを設定するための操作子
である。このうち電動フェーダ２１はモータを有するスライダ操作子であり、ＣＰＵ１１
からの指示によってもつまみを指定された位置に移動させることができる。また、ロータ
リーエンコーダ２４は、つまみの回転量を操作量として検出する機能を有する。スイッチ
１８は、操作パネル上に設けられた電動フェーダ２１及びロータリーエンコーダ２４以外
の各種操作子を指すものとする。
【００１７】
　上記のＤＳＰ１７が実行するミキシング処理は、図２に示すように、内蔵エフェクタ１
２３，入力パッチ１２５，入力ｃｈ１４０，各種バス１２７，出力ｃｈ１５０，出力パッ
チ１３０を備えている。アナログ入力１２１，デジタル入力１２２，アナログ出力１３１
，デジタル出力１３２は、音響信号入出力部１６に装着する上述したボードによる入出力
チャンネルを示す。
　内蔵エフェクタ１２３は、入力する信号に対し、選択されたエフェクトを付与して出力
する複数ブロックのエフェクタである。そのチャンネル構成は、モノラル，ステレオ等で
切り換え可能となっている。
　入力パッチ１２５は、アナログ入力１２１とデジタル入力１２２の各入力及び内蔵エフ
ェクタ１２３から入力される信号を、６４ｃｈある入力ｃｈ１４０に割り振るための任意
結線を行うものである。そして、入力ｃｈ１４０の各ｃｈには、入力パッチ１２５で割り
振られた入力信号が入力する。
【００１８】
　入力ｃｈ１４０の各ｃｈは、図３に示すように、アッテネータ１４１，イコライザ１４
２，ノイズゲート１４３，コンプレッサ１４４，フェーダ＆オン１４５，パン＆ルーティ
ング１４６，ＡＵＸオン＆センドレベル１４７を備えている。ここで、アッテネータ１４
１は信号のレベルを調整して信号のクリップや過度のレベル低下を防止するモジュール、
イコライザ１４２はＬＯＷ，ＭＩＤ，ＨＩＧＨの３バンドを備えたパラメトリックイコラ
イザ、ノイズゲート１４３は信号レベルが下がった場合にノイズが残らないように閉じる
（信号線を遮断）するためのゲート、コンプレッサ１４４は自動ゲイン調整を行うための
モジュール、フェーダ＆オン１４５はレベル（音量）調整のためのボリュームと、出力の
オン／オフを設定する機能とを有するモジュールである。
【００１９】
　入力ｃｈ１４０では、これらのモジュールによって入力した信号に対して所定の処理を
行い、処理後の信号を、各種バス１２７に出力するが、このうちＭＩＸバスへはパン＆ル
ーティング１４６を介して出力する。このモジュールは、ステレオバスに出力する際の左
右のバランスを設定するパンと、各バスへの出力の有無を設定するルーティングとからな
る。また、ＡＵＸバスへはＡＵＸオン＆センドレベル１４７を介して出力する。このモジ
ュールは、各バスへの出力の有無を設定するＡＵＸオンと、各バスへの出力のレベルを設
定するセンドレベルとからなる。
【００２０】
　ここで、１つの入力ｃｈから複数のバスに出力を行うこともできるし、複数の入力ｃｈ
から１つのバスに出力を行うこともできる。各種バス１２７に入力した信号は、対応する
出力ｃｈ１５０に出力されるが、この際、複数の入力ｃｈ１４０から信号が入力するバス
においては、これらの信号に対してミキシング処理を行う。
　出力ｃｈ１５０は、各種バス１２７と１対１で対応するように１６ｃｈ設けられている
。そして、その各ｃｈは、図３に示した入力ｃｈの構成のうち、イコライザ１４２，ノイ
ズゲート１４３，コンプレッサ１４４，フェーダ＆オン１４５に相当するモジュールを有
している。出力ｃｈ１５０では、これらのモジュールによって入力した信号に対して所定
の処理を行い、処理後の信号を出力パッチ１３０へ出力する。
【００２１】
　出力パッチ１３０は、出力ｃｈ１５０から入力する信号を、アナログ出力１３１とデジ
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タル出力１３２の各出力及び内蔵エフェクタ１２３に割り振る任意結線を行うものである
。そして、１つの出力チャンネルからの信号を複数の出力部に割り振ることも可能である
。アナログ出力１３１又はデジタル出力１３２に割り振られた信号はここから出力され、
内蔵エフェクタ１２３に割り振られた信号は、ここでの処理の後、再度入力パッチ１２５
に入力する。
　なお、ＤＳＰ１７は、入力ｃｈ１４０や出力ｃｈ１５０から選択した信号を混合して図
示しないモニタ用出力に出力することもできる。
　以上説明したＤＳＰ１７の各要素は、回路によって実現しても、演算処理によって実現
してもよい。
【００２２】
　次に、図４にこのデジタルミキサの操作パネルの概略構成を示す。
　この操作パネル１００は、表示器１５を備え、ここに表示する表示画面を参照しながら
種々の操作子を操作することにより、ＤＳＰ１７における信号処理等に用いるパラメータ
の変更を指示し、またこれらのパラメータを編集するためのものである。
　そして、このための操作子としては、ｃｈストリップ２０，レイヤ選択キー群３０，エ
ンコーダ機能指定キー群４０，ＡＵＸバス選択キー群５０，カーソル操作子６０，増減操
作子７０，エンタキー８０を設けている。
【００２３】
　ｃｈストリップ２０については、ここでは１６個のｃｈストリップ２０を並べて設けて
いる。そして、各ｃｈストリップ２０は、出力レベルの設定を行うための電動フェーダ２
１，オンオフの設定を行うためのオンスイッチ２２，対応するｃｈを選択するための選択
スイッチ２３，後述するようにパラメータを割り当てそのパラメータの制御に使用するロ
ータリーエンコーダ２４を備えている。コストやスペースの面で問題ない場合には、さら
に他のパラメータに対応した操作子やロータリーエンコーダを設ける場合もある。
　そして、各ｃｈストリップ２０には、図２に示した入力ｃｈ１４０あるいは出力ｃｈ１
５０のいずれかのｃｈが割り当てられ、ｃｈストリップ２０の各操作子は、基本的にはそ
のｃｈのパラメータを制御し、値を設定するための操作子として機能する。ただし、これ
に例外を設けた点がこの発明の特徴であり、この点については後述する。
【００２４】
　ｃｈストリップ２０へのｃｈの割り当ては、レイヤを用いて行う。このレイヤは、各ｃ
ｈストリップ２０（ここでは左側から順に１番目，２番目，・・・，ｎ番目とする）への
ｃｈの割り当てを定めるものであり、複数定めてフラッシュメモリ１２に記憶させておく
。この割り当ては、例えば１番目のレイヤでは１番目から１６番目のｃｈストリップ２０
に入力ｃｈ１４０のうちの１番目から１６番目のｃｈを割り当て、２番目のレイヤでは同
じく１７番目から３２番目のｃｈを割り当て、３番目と４番目のレイヤでは同じく３３番
目から４８番目と４９番目から６４番目のｃｈを割り当てるといったように定めることが
できる。
【００２５】
　そして、レイヤ選択キー群３０の各キーが、レイヤを選択してｃｈストリップ２０への
ｃｈの割り当てを行うためのキーである。例えばレイヤ１選択キー３１を押下すると、１
番目のレイヤを選択して、各ｃｈストリップ２０に１番目から１６番目の入力ｃｈを割り
当てることができる。他のレイヤについても、他のレイヤ選択キーを押下して選択するこ
とができる。
　また、ここでは出力ｃｈ１５０を割り当てるレイヤはマスタレイヤとして別途用意し、
マスタレイヤ選択キー３５によってこのレイヤを選択できるようにしている。そして、こ
のレイヤが選択された場合には、各ｃｈストリップ２０には１番目から１６番目の出力ｃ
ｈを割り当てるようにしている。
【００２６】
　一方、ロータリーエンコーダ２４にパラメータを割り当てるためのキーは、エンコーダ
機能指定キー群４０の各キーである。これらのキーが押下されると、各ｃｈストリップ２
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０のロータリーエンコーダ２４にはそのキーと対応するパラメータが割り当てられ、基本
的には、ロータリーエンコーダ２４が属するｃｈストリップ２０に割り当てられているｃ
ｈの、その割り当てられたパラメータを制御するための操作子として機能する。
【００２７】
　ところで、エンコーダ機能指定キー群４０の各キーには大きく分けて固定機能キー４１
とアサイン可能キー４２がある。そして、固定機能キー４１はＰＡＮキーとＡＵＸキーで
あり、これらはそれぞれパンとＡＵＸセンドレベルを割り当てるためのキーである。ＡＵ
ＸセンドレベルはＡＵＸバス毎に設定できるが、どのバスについてのパラメータを割り当
てるかは、ＡＵＸバス選択キー群５０の各キーによって選択する。
【００２８】
　一方、アサイン可能キー４２には、それぞれパラメータを割り当てることができる。こ
の操作は表示器１５に表示される画面上で行うことができ、その画面の例を図５に示す。
この図に示すアサイン設定画面２００においては、固定機能キー表示部２０１，アサイン
可能キー表示部２０２，パラメータ選択部２０３が表示される。
　固定機能キー表示部２０１には、各固定機能キー４１に割り当てられているパラメータ
が表示される。この割り当ては固定であるが、一応確認のために表示しているものである
。アサイン可能キー表示部２０２には、各アサイン可能キー４２に割り当てられているパ
ラメータが表示される。パラメータ選択部２０３には、アサイン可能キー４２に割り当て
可能なパラメータの一覧が表示される。
【００２９】
　そして、アサイン設定画面２００の表示中にいずれかのアサイン可能キー４２が押下さ
れると、アサイン可能キー表示部２０２においてキー番号が、パラメータ選択部２０３に
おいて、そのキーに割り当てられているパラメータがハイライト表示される。また、パラ
メータ選択部２０３にて別のパラメータを選択して割り当てを指示することにより、その
選択したパラメータをそのキーに割り当てることができる。
【００３０】
　図では、１番目のアサイン可能キーが押下されイコライザＬＯＷバンドのゲインのパラ
メータがハイライト表示された後、カーソル操作子６０により、選択を行うためのカーソ
ルをイコライザＨＩＧＨバンドのＱのパラメータへ移動させた状態を示している。ここで
エンタキー８０を押下することにより、１番目のアサイン可能キーへのイコライザＨＩＧ
ＨバンドのＱの割り当て指示が発生する。なお、パラメータ選択部２０３はスクロール可
能であり、図に示したパラメータの種類は割り当て可能なものの一部である。
　この画面においてパラメータを割り当てた後でアサイン可能キー４２のいずれかを押下
すると、そのキーに割り当てられているパラメータをロータリーエンコーダ２４に割り当
てることができる。
【００３１】
　図４の説明に戻ると、残りの操作子のうち、カーソル操作子６０は、表示器１５の表示
画面（アサイン設定画面２００とは限らない）中に表示されるカーソルを操作するための
操作子である。そして、増減操作子７０は、表示画面中でそのカーソルの位置に表示され
ているパラメータを増減させるための操作子である。増減操作子７０はロータリーエンコ
ーダ７１および、増加キー７２と減少キー７３で構成されるが、どちらを用いても増減を
指示することができる。そして、増減設定後、エンタキー８０を押下することにより、そ
の変更後の値を有効にすることができる。ただし、連続的に変更可能なパラメータについ
ては、増減指示の度に変更後の値を有効にする。
【００３２】
　パラメータの編集は、これらの各操作子によって表示器１５の表示画面上で逐次変更し
たいパラメータを選択して変更を指示することによっても行うことができる。
　以上の各操作子を設けた操作パネル１００を用いることにより、デジタルミキサを動作
させるために必要な多数のパラメータを設定することができる。
【００３３】
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　このミキサにおいては、各ｃｈストリップ２０の、特にロータリーエンコーダ２４を用
いたパラメータの設定方式が特徴であるので、この点についてさらに説明する。
　このミキサにおいては、ＣＰＵ１１が表１に示す各イベントの発生を検出すると、表１
に示したように所定のレジスタにイベントに応じた値をセットする。また、表１に示した
各レジスタは、表２に示したようなデータを設定するためのレジスタである。
【００３４】
【表１】

【００３５】
【表２】

【００３６】
　まずｎ番目のアサイン可能キーへのアサイン指示があった場合の処理について説明する
。このアサイン指示は、図５に示したアサイン設定画面２００においてなされるものであ
り、この指示は、割り当て対象のキー及びそのキーに割り当てるパラメータの種類を指定



(9) JP 4059219 B2 2008.3.12

10

20

30

40

50

してなされる。
　そして、例えばｎ番目のアサイン可能キーについてこの指定がなされると、ｎ番目のア
サイン可能キーに割り当てられているパラメータの番号を記憶するレジスタＥＡ（ｎ）に
、割り当てを指示されたパラメータの番号をセットする処理を行う。ここで、パラメータ
の番号は、表３に示すように、割り当て可能な各パラメータについて１～４４まで定めら
れている。また、何も割り当てないことを示す番号０や、固定機能キー４１に割り当てら
れているＡＵＸセンドレベル及びパンに対応する番号も用意されている。
【００３７】
【表３】

【００３８】
　この発明の特徴は、このパラメータの選択肢に、番号４３の「Alt Layer」を設けた点
である。この「Alt Layer」は、ｃｈストリップ２０に割り当てられているｃｈ以外のｃ
ｈのパラメータを示すものである。そしてここでは、選択されているレイヤの裏のレイヤ
においてロータリーエンコーダ２４が属するｃｈストリップ２０に割り当てられるｃｈの
パラメータのうち、フェーダのパラメータを割り当てるものとしている。なお、レイヤの
裏表については、ｎを自然数として、上述した各レイヤのうち２ｎ－１番目と２ｎ番目の
レイヤに表裏の対応関係があるものと定めている。その意義は、従来のミキサについての
説明で述べた通りである。
【００３９】
　ところで、ロータリーエンコーダ２４へのパラメータの割り当ては、エンコーダ機能指
定キー群４０のいずれかのキーが押下された場合になされる。この場合ＣＰＵ１１は、固
定機能キー４１のいずれかが押下されれば固定のパラメータを示す番号を、アサイン可能
キー４２のいずれかが押下されればそのキーに割り当てられているパラメータを示す番号
を、レジスタＥＡＮにセットする。そして、この時セットされる番号が４３以外（割り当
てられるパラメータがAlt Layer以外）であれば、各ロータリーエンコーダ２４に、その
ロータリーエンコーダ２４が属するｃｈストリップ２０に割り当てられているｃｈのパラ
メータを割り当てることになる。一方、レジスタＥＡＮにセットされる番号が４３であれ
ば、上述のように裏のレイヤのパラメータが割り当てられることになる。
【００４０】
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　また、レイヤ選択キー群３０のいずれかのキーが押下されると、ＣＰＵ１１はレジスタ
ＬＮにそのキーによって選択されたレイヤの番号をセットし、このことによって各ｃｈス
トリップ２０にｃｈが割り当てられる。そして、この処理においてＣＰＵ１１が第１の割
当手段として機能する。
【００４１】
　次に、ロータリーエンコーダ２４が操作された場合の処理について説明する。この処理
は、図６に示すものであり、ＣＰＵ１１は、いずれか（ここではｃ番目とする）のｃｈス
トリップ２０のロータリーエンコーダ２４が操作された場合に図６に示す処理を開始する
。
　この処理においては、まずステップＳ１でロータリーエンコーダの操作量をレジスタｂ
ｕｆにセットする。そして、ステップＳ２でレジスタＥＡＮの値が１２６であれば、ロー
タリーエンコーダ２４にはｃ番目のｃｈストリップ２０に割り当てられているｃｈのＡＵ
Ｘセンドレベルが割り当てられていることになる。そこで、ステップＳ３でそのｃｈのＡ
ＵＸセンドレベルの値を操作量に応じて更新して終了するが、どのバスについての値を更
新するかは、レジスタＡＵＸＮの値に従う。
【００４２】
　一方、ステップＳ２で１２６以外の場合には、ステップＳ４に進み、レジスタＥＡＮの
値が４３以外の場合には、ロータリーエンコーダ２４にはｃ番目のｃｈストリップ２０に
割り当てられているｃｈのＥＡＮの値に応じたパラメータが割り当てられていることにな
る。そこで、ステップＳ５でそのパラメータの値を更新して終了する。
　また、ステップＳ４で４３の場合には、上述したようにロータリーエンコーダ２４には
、裏のレイヤにおいてｃ番目のｃｈストリップ２０に割り当てられるｃｈのフェーダのパ
ラメータが割り当てられていることになる。そこで、ステップＳ６及びＳ７でそのフェー
ダの値を更新して終了する。
　以上の処理において、ステップＳ３，Ｓ５，Ｓ７ではＣＰＵ１１が変更手段として機能
する。
【００４３】
　このような処理を行うことにより、このミキサにおいては、ｃｈストリップ２０に備え
るロータリーエンコーダ２４によって、選択されているレイヤでそのｃｈストリップ２０
に割り当てられているｃｈのパラメータだけでなく、裏のレイヤで割り当てられるｃｈの
パラメータも制御することができる。従って、その都度レイヤを切り替えなくても裏のレ
イヤのパラメータを制御することができ、操作性が向上する。また、別のｃｈの選択肢が
裏のレイヤで割り当てられるｃｈのものしかないので、ユーザは、各ｃｈストリップ２０
のロータリーエンコーダ２４で操作している別のｃｈのパラメータがどのｃｈのものであ
るかを認識しやすい。
【００４４】
　なおここでは、ロータリーエンコーダ２４によって制御可能な裏のレイヤのパラメータ
はフェーダのみとしたが、他のパラメータを制御できるようにしてもよい。また、複数の
パラメータを制御できるようにしてもよい。
　また、ミキサやその操作パネルの構成や操作法等が上記の実施形態に限られないことは
もちろんである。
【００４５】
　さらに、この発明は、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）等のコンピュータに所要のソフ
トウェアを実行させて音響信号処理機能を持たせ、その動作をフィジカルコントローラを
用いて制御する構成の、いわゆるデジタルオーディオワークステーション（ＤＡＷ）を利
用して構成したデジタルミキサにも適用可能である。
　さらにまた、デジタルミキサ以外でも同様なチャンネルストリップを有する各種音響信
号処理装置にも適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
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　以上説明してきたように、この発明のデジタルミキサによれば、１つのｃｈストリップ
の操作子によって、そのｃｈストリップに割り当てられているｃｈのパラメータだけでな
く、裏のレイヤで割り当てられるｃｈのパラメータも制御することができる。従って、デ
ジタルミキサの操作性が向上する。
　従って、この発明を適用することにより、操作性のよいデジタルミキサを提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】この発明の実施形態であるデジタルミキサの構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示したＤＳＰの構成をより詳細に示すブロック図である。
【図３】図２に示した入力ｃｈの構成をより詳細に示すブロック図である。
【図４】図１に示したデジタルミキサの操作パネルの概略構成を示す図である。
【図５】図４に示したアサイン可能スイッチへのパラメータの割り当てを行う画面の表示
例を示す図である。
【図６】図４に示したいずれかのｃｈストリップのロータリーエンコーダが操作された場
合の処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４８】
１１…ＣＰＵ、１２…フラッシュメモリ、１３…ＲＡＭ、１４…外部機器インタフェース
（Ｉ／Ｆ）、１５…表示器、１６…音響信号入出力部、１７…信号処理部（ＤＳＰ）、１
８…スイッチ、１９…システムバス、２０…ｃｈストリップ、２１…電動フェーダ、２２
…オンスイッチ、２３…選択スイッチ、２４…ロータリーエンコーダ、３０…レイヤ選択
キー群、４０…エンコーダ機能指定キー群、４１…固定機能キー、４２…アサイン可能キ
ー、５０…ＡＵＸバス選択キー群、６０…カーソル操作子、７０…増減操作子、８０…エ
ンタキー、１００…操作パネル、２００…アサイン設定画面、２０１…固定機能キー表示
部、２０２…アサイン可能キー表示部、２０３…パラメータ選択部
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